
 環境出前講座 実施計画 

公益財団法人 千里リサイクルプラザ 

事業担当 

1. 趣旨 

この講座は、環境問題やごみの減量と資源の再利用について、その重要性や日常生活の中で

誰でもできる方法を知り、楽しく体験することで、身近な環境問題について考え、行動するき

っかけにしてもらうことを主な目的とします。 

①児童・生徒・学生を対象に、身近な環境問題を考えるきっかけとなる体験活動を主とした

プログラムを行い、環境学習の支援を行います。 

②教育系大学生を対象に、将来環境教育を担う人材を育てるための講座を実施します。 

③現職教職員を対象に、学校での環境教育を進めるための研修を行います。 

④広く市民を対象に、身近な環境問題を考えるきっかけとなる体験活動を主としたプログ

ラムを行います。 

 

2. 対象団体 

ⅰ．学校・教育機関 

 幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校、支援学校、大学での授業・講義・クラブ活動

等。（公立・私立、吹田市内・市外を問わない） 

ⅱ．公的機関 

 吹田市、教育センター、地区公民館、学童保育などの主催、後援する行事・研修会・講座等。 

ⅲ．地域や学校に関わる団体 

 家庭教育学級、PTA、自治会、子ども会、地域教育協議会の行事・研修会・講座等。 

ⅳ．その他の団体や市民グループの行う行事・講座等。 

 

3．講座種別 

①授業、指導者研修会支援 

  上記ⅰ．ⅱ．の団体に対しての、児童・生徒の授業及び教職員の研修会の支援。 

②クラブ活動支援 

 上記ⅰ．の団体に対しての、児童・生徒のクラブ活動の支援。 

③施設見学後の体験活動 

 上記ⅰ．ⅱ．の団体に対しての、本プラザでの講座の実施。 

④出前講座 

 上記ⅲ．ⅳ．の団体に対しての、講座の実施。 



3. 実施時期 

令和 6年 4月 1 日から令和 7年 3月 31 日まで 

4. 内容 

＜市民研究員による講座＞ 

手作りおもちゃと環境アクションチーム 

「手作りおもちゃ」 

紙すき体験と環境アクションチーム 

「紙すき」「エコゲーム」 

市民とお店をエコでつなぐプロジェクトチーム 

「ふろしきの活用」 

「エコなお買い物ゲーム」 

「すごろくゲーム」 

「ごみの１２種分別ゲーム」など 

SDGs啓発プロジェクトチーム 

「SDGsについて考えよう（SDGsカードゲーム）」 

身近な環境を調べようプロジェクトチーム 

「糸田川を調べよう」 

   ※詳しくは『環境出前講座プログラム』を参照。 

5. 費用 

対象団体のⅰ．ⅱ．については、無料とします。 

対象団体のⅲ．ⅳ．については、講師一人について３時間未満 2,000 円、3 時間以上 3000 円

とします。但し、活動に公益性があると認められるものについては減免申請書の提出により、

費用を免除することができます。また、材料費については、受講者負担とします。 

＊対象団体ⅲ．ⅳ．の減免申請について 

  ・当該の団体は、減免申請書を提出し、認められれば費用は全額免除とします。 

  ・基準は、利益目的でないこと、公益性があるとの観点に立ち、可否を審査します。 

 

 

 

 

  

＜連絡先＞ 

千里リサイクルプラザ 事業担当 

電話番号 06-6877-5300   FAX番号 06-6876-0530 

Ｅ－Mail：kenkyuu@senri-recycleplaza.or.jp 

担当   大森・玉江・林・浅野・山川 

 



環境出前講座プログラム   公益財団法人 千里リサイクルプラザ 事業担当 

プログラム名 内            容 

１.手作りおもちゃ 

 

 紙パック等の廃材を利用して、おもちゃを作ります。おもちゃを作る面白さ、

作ったおもちゃで遊ぶ楽しさを通して、ごみの減量化、リデュース、リユース、

リサイクルの大切さを学びます。おもちゃは約 20種類あり、季節に合ったおも

ちゃもあります。 

２.紙すき  紙パックのパルプで、世界にひとつしかないすばらしいはがきを作ります。年

賀用・暑中見舞用・クリスマスカードなど、ご希望のバージョンを用意していま

す。また、はがきを作りながら、リサイクル・リユース・リデュースのごみ減量

の方法も知ることができます。 

３．エコゲーム 私たちの普段の生活の中での行動が地球に優しいか、地球に悪いかを考え、皆で議

論して発表してもらうゲーム形式の授業。子供たちに考え、発表してもらいながら、生

活の中でエコを意識してもらうことを期待しています。 

４.ふろしきの活用 日本の包む文化でもある、ふろしきを使って、おしゃれなエコバッグ、瓶包み、

本包みなど新しい活用法を覚えていただきます。箪笥の隅に眠っていたふろしき

を見直して利用することで、レジ袋の削減や、ごみの減量に繋げます。 

５．エコなお買い物ゲーム 環境に優しい買物をするには、どんな事に気をつければ良いのかをゲーム感覚

で学びます。いくつかに班分けし、各班からレジ係１名を選出します。お買い物

リストに従って商品（写真）を選び、レジ係がレシートに記入します。地産地消、

旬、簡易包装、再生品をキーワードとして、選んだ商品がエコかどうかを検討し、

エコな商品にはエコポイントを付け、各班でエコポイントを競い合います。 

６．すごろくゲーム 「すごろく盤」を使ってゲーム感覚で、食品ロスやプラスチックごみの問題を

わかりやすく学んでいただきます。サイコロの出た目の数だけコマを進め、問題

を出して正解だったら、またコマを進めます。間違えれば、1回休みとなります。

問題の答えはグループみんなで考えるのでグループ対抗戦になっています。 

７. ごみの 12種分別ゲーム 

（吹田市ごみの 12種分別） 

             

拠点及び店頭回収容器（ペットボトル、トレー等）の投入マナーと、吹田市の

「ごみの 12種分別」について、ゲーム感覚で学んでいただきます。当方が用意

したごみを 1人ずつ分別箱に投入し、児童または、参加者の中から代表者に正否

を判定してもらいます。間違いやすいごみや、気を付けていただきたい事など詳

しく説明をします。市民 1人 1人が正しく分別することで、ごみの減量と資源化

に繋がります。 

８.ＳＤＧｓについて考えよう 

（ＳＤＧｓカードゲーム） 

今、世界で注目されている SDGsについて、その基本的な知識を知るとともに、

カードゲームを体験しながら、SDGｓについての理解を深めるプログラムです。 

９．糸田川を調べよう 糸田川の自然とごみの調査の結果をもとに、プラスチックごみの問題などを考

えます。糸田川での調査活動もお手伝いします。 

 ＊内容についてはお問合せください。また、年度途中でも内容の変更や追加・廃止があります。 

公益財団法人千里リサイクルプラザ 事業担当  

TEL 6877-5300 FAX 6876-0530 

Mail：kenkyuu@senri-recycleplaza.or.jp  

担当  大森 玉江 林 浅野 山川 
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